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1. abstract
These days, Quantum computers attract a lot of attention. 

However, because the word “Quantum Computer” sounds too 
difficult, many people avoid Quantum computers. This may 
prevent the development of study about Quantum computers. 
Our goal is to make people become interested in Quantum 
Computer by actually using them. We decided to try using 
Quantum Computers for the first time. Then we chose 
"making work shift" as our challenge.

2. 量子アニーリングとは

3. 最適の定義と制約
 

4. 定式化

 

5. 結果

シフト希望(左)と最適化結果(右)
41枠から27枠に改善された
すべての制約を満たしている

6. 考察/展望

10秒間のランタイムで最適化を行ったが、解が一つしか
得られなかった。始めは使用した仮想マシンの処理能力
の問題だけだと思っていたが、プログラムにも問題がある
と思われる。プログラムを改善し、ランタイムを伸ばすこと
で、解をより多く得られるのか試していきたい。また、それ
に伴いランタイムエラーの対処や、アニーリングマシンの
特徴ともいえる相互作用を生かした制約の実施を行って
いきたい。
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量子コンピュータは汎用的である「量子ゲート方式」と
組み合わせ最適化に特化した「量子アニーリング方式」
の二つに分類できる。私たちは既に実用化が進められ
ている量子アニーリング方式を用いた。「量子アニーリン
グ」とは、量子の性質を利用して主に組み合わせ最適化
問題を解くためのアルゴリズムである。量子ビットにさま
ざまな条件を設定して、時間をかけて重ね合わせを解く
と量子状態が確定し、やがて到達した状態が問題の解
を表す。

重ね合わさった状態
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させる

量子アニーリングでは
「トンネル効果」と呼ば
れる量子の性質を利用
する。解きたい問題をグ
ラフで表した場合、グラ
フをすり抜けて効率的
に最適解にたどり着くこ
とができる。

図２：トンネル効果の利用をグラフで表した

図１：量子アニーリングのイメージ

図３：シフト希望表（左）と改善後のシフト表（右）


